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≪　今日の主なニュース　≫　　　　　　　　　　　　　　   　　〜 日経ニュースなどを中心に抜粋 〜
◆25年度の名目GDP、過去最高670兆円　インフレで5年連続増

・内閣府が発表した2025年度の名目GDP（国内総生産）速報値は、前年度比4.2%増で5年連続のプラス成長となった。

物価高の影響で名目上の個人消費が膨らんだほか、企業の設備投資も堅調だった。実質GDPは0.8%増だった。名目の

実額は669兆9702億円となり5年連続で過去最高を更新。実質も591兆9112億円で過去最高だった。

◆日本「ゼロ成長」へ　4〜6月民間予測、イラン危機長引き米欧も減速

・長引くイラン危機が世界経済にブレーキをかけつつある。エネルギーの中東依存度が高い日本は4〜6月期にほぼゼロ

成長になると市場は予測。米欧も原油高が影を落とし、減速は避けられないとの見方が多い。自動車の輸出が回復し、

個人消費や設備投資なども堅調だった。内閣府の推計によると、経済の地力を示す潜在成長率は0%台。

◆起業者の平均年齢48.9歳で最高　60歳以上が2割、25年民間調査

・帝国データバンクは2025年に新設された法人に関する調査結果を発表。起業者の平均年齢は48.9歳で、前年から1.2

歳上昇し調査を始めた2000年以降で最も高かった。全起業者に占める60歳以上の割合も20.5%（前年は17.3%）と過去

最高。起業者の年代別の割合では40代が29.1%で最多。50代は26.6%で前年を2.0ポイント上回り、7年連続で前年超え。

≪　業界ニュース　≫　　　　　　　　〜 日経ニュース・日刊工業新聞・新建ハウジングなどを中心に抜粋 〜
◆生コン出荷量6.1%減　4月の東京地区、大規模物件鈍く

・東京都心に生コンクリートを供給するメーカーで組織する東京地区生コンクリート協同組合がまとめた4月の東京地区

の生コン出荷量は、前年同月比6.1%減の18万9247立方メートル。大規模物件向けの出荷が減った。建設現場の働き方

改革の影響も続いている。東京地区では生コン工場が週休2日制度を導入し建設現場にも徐々に制度が広がっている。

◆首都圏の新築分譲戸建てが初の平均5000万円超え　25年民間調べ

・リクルートは「首都圏新築分譲一戸建て契約者動向調査（2025年）」を発表。2025年の首都圏の新築分譲一戸建ての

平均購入価格は前年比523万円増の5367万円。調査を始めた14年以来、初めて5000万円を超えた。「SUUMOリサーチ

センター」が25年1〜12月、首都圏で新築分譲一戸建てを契約した人に調査。価格帯では「6000万円以上」最多で28%。

◆政投銀、武器製造企業への投融資を解禁　運用ルールを変更

・日本政策投資銀行はこのほど、国内の武器製造関連の事業者への投融資を事実上解禁した。これまで「慎重に対応

する」と規定していた社内の投融資の運用ルールを「検討可能」と変更。政府は4月に「防衛装備移転三原則」と運用

指針を改定し、殺傷能力のある防衛装備品の輸出を可能に。政府の方針変更も踏まえ運用変更に踏み切った。

≪　注目商品　≫
■工機HDジャパン、電動工具ブランド「HiKOKI」からUSB対応充電器「UC18DA」

・電動工具ブランド「HiKOKI（ハイコーキ）」から、工具用蓄電池とUSB機器の充電に対応

したUSB対応充電器「UC18DA」を発売。14.4V・18V・マルチボルト蓄電池に対応したUSB

充電器。質量180gの軽量設計で、上部のフックによりベルトへの取り付けも可能。

■パテ埋め不要防火区画貫通部材、空調でも対応可能に

・積水化学工業、パテ埋め不要防火区画貫通措置部材「フィブロックNEO」、すでに認定

を取得している電気用途に加え、新たに空調用途でも使用できるよう国土交通大臣認

定を申請。2026年春にも取得できる予定。

■永大産業、4つの洗濯家事を効率化するランドリー収納

・ランドリールーム専用の収納製品「フィルフィットランドリー」を発売。洗う、乾かす（干す）、

たたむ（整える）、しまうの4つの動作を1カ所に集約して洗濯家事を効率化。衣類乾燥機を

カウンター下に収納して見た目をすっきりとさせつつ作業スペースも確保。


